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3  少子化が進行（18 歳人口が減少）する社会では、進学率を増やさなければ多くの大学が経営の危機に瀕す
る。そこで、臨時教育審議会の「教育改革に関する第一次答申」（1985年）において大学入試の多様化が提
案された経緯もあり、1980年代後半から1990年代にかけて推薦入試やAO入試といった非学力選抜による大
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学参入障壁の引き下げが行われるようになった（荒井 2011：13）。その結果として生じたのが、大学進学率
の急増と学力低下の問題である（大塚 2018：71–72）。大学進学率は1990年には24.6%であったが、1994年に
30.1%、2002年に40.5%、2014年には51.5%となり、現在では同世代の若者の半数以上が大学進学するように
なっている。一方で、進学率の急増は学力選抜を突破する必要のなかった大学生を増やし、結果として大学
生の学力低下を引き起こすと懸念されることになった（荒井 2011：13–15）。量的な高大接続が達成されたと
しても、質的な高大接続の実現が課題とされている（吉田 2011：180）。
4  「コア・カリキュラム」とは、「専門職養成において卒業時に共通に求められるコンピテンシーを目標として
示したもので、各大学がカリキュラムを作成する際のガイドライン」（牛渡 2017：29）であり、医学や薬学、
獣医学、法学といった分野の専門教育において用いられてきた。
5  例えば伊藤（2020）は、これまで開講してきた科目「教育課程論（特別活動含む）」のシラバスと教職課程
コアカリキュラムの目標を対応させた結果、「教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメン
トを含む。）」の教職課程コアカリキュラムは満たしているものの、「特別活動の指導法」のコアカリキュラ
ムに関しては不十分であることを見出している。また鬢櫛（2019）は、教育原理について、コアカリキュラ
ム中の「教育に関する歴史」の目標を達成しようとする場合、「高校生の段階で世界史、日本史を学習して
こないため、近代教育の歴史について学修するための基礎知識が充分でない学生もいる」ことが課題となる
ため、「学校教育の拡大発展の図を配付資料とし、教育の歴史上重要な年代に線を書き入れ、図を用いて時
系列（事象と年代の関係と順番）を理解できるようにした」（鬢櫛 2019：61–62）という。　
6  ここでいう「教育学」とは、「ある社会・文化における人間の生成・発達と学習の過程、及びその環境に働
きかける教育という営みを対象とする様々な学問領域の総称」とされている（同上：ⅲ）。
7  ただし、田口（2016）、増田（2018）らが指摘するように、保育士養成における「原理」系科目については、
別途検討が必要である。
8  高等学校教科書との比較作業という性質上、本稿では教科書全体を一まとまりとみなすため、章ごとの執筆
者の表記は割愛する。
9  事項索引の傾向は、人物索引の傾向に実質的に左右されることから、今回は人物索引を手掛かりとした。
10 特に近年は、「大学教員が専門とする研究領域と教職科目で教える教育内容とが実際にはかけ離れている」
ケースも生じやすくなっている（久井 2019：28）。

